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第
四
問

次
の
文
章
を
横
書
き
で
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。
楷
書
ま
た
は
速

書
き
の
何
れ
で
も
よ
い
。
字
配
り
自
由
。（
№
５
用
紙
）

七
、
出
品
の
注
意

　
　

課
題
間
違
い
、
用
紙
サ
イ
ズ
間
違
い
、
出
品
枚
数
違
い
は
す
べ
て
違
反
に

な
り
、
審
査
で
き
ま
せ
ん
。
よ
く
確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
出
品
方
法

初
段
～
六
段
受
験
者

◦
第
一
問
～
第
四
問
の
順
に
四
点
全
作
品
を
そ
ろ
え
、
さ
ら
に
そ
の
上
に

「
受
験
票
」を
重
ね
、左
上
を
ク
リ
ッ
プ
で
し
っ
か
り
留
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

◦
全
出
品
者
の
一
番
上
に
受
験
者
名
簿
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
師
範
受
験
の
み
の
支
部
も
受
験
者
名
簿
は
十
月
十
日
㈭
必
着
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

◦「
受
験
票
」
と
受
験
者
名
簿
は
九
月
二
十
日
頃
ま
で
に
、
十
月
号
送
本
に

同
封
し
ま
す
。

◦「
受
験
票
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
ま
す
の
で
絶
対
折
っ
た
り
、
汚
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
月
例
出
品
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
別
の
封
筒
に
入
れ
、
そ
の
表
に
「
昇
段

試
験
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。
同
一
支
部
で
二
人
以
上
受
験
者
が
あ
る
場

合
に
は
一
括
し
て
封
入
す
る
こ
と
。

◦
受
験
作
品
は
、
本
協
会
事
務
所
（
左
記
）
へ
送
付
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

大
津
市
蛍
谷
一
―三
七

リ
ヴ
ラ
ン
大
津
石
山
902
号
室

　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
書
道
協
会

硬
筆
昇
段
試
験
係
宛

一
、
試
験
部
門　
　

　
　

硬
筆
部
の
み
（
毛
筆
部
は
、
令
和
七
年
二
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。）

師
範
試
験
は
別
に
実
地
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の
要
項
の
末
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
受
験
資
格　
　

◦
有
段
者
（
初
段
～
六
段
）
で
、
令
和
五
年
十
一
月
号
よ
り
令
和
六
年
八
月

号
ま
で
の
間
に
、
月
例
課
題
を
五
回
以
上
出
品
し
た
人
。

◦
令
和
六
年
八
月
号
課
題
審
査
終
了
時
点
で
一
級
の
人
。（
十
月
号
に
成
績

が
掲
載
さ
れ
ま
す
。）

三
、
受

験

料　
　

初
段
～
三
段
：
三
、三
〇
〇
円
（
税
込
）・

　
　

四
段
～
六
段
：
四
、四
〇
〇
円
（
税
込
）・
師
範
：
五
、五
〇
〇
円
（
税
込
）

十
一
月
二
十
七
日
㈬
に
機
関
誌
代
金
を
振
替
え
て
い
る
ご
指
定
の
口
座
よ

り
振
替
え
ま
す
。（
個
人
支
部
は
硬
筆
・
毛
筆
と
も
明
年
三
月
二
十
七
日
㈭
）

四
、
試
験
応
募
〆
切　
　

令
和
六
年
十
月
十
日
㈭

必
着

五
、
段
位
合
格
者

◦
本
試
験
に
合
格
し
た
人
は
、
現
在
の
段
・
級
を
一
段
位
昇
段
す
る
。

（
飛
び
級
は
し
な
い
。）

◦
六
段
と
師
範
の
間
に
準
師
範
を
設
け
る
が
、師
範
は
六
段
か
ら
も
受
験
で
き
る
。

◦
各
段
合
格
者
に
は
当
協
会
認
定
証
を
来
年
度
初
め
に
お
送
り
し
ま
す
。

◦
師
範
合
格
者
に
は
当
協
会
師
範
認
定
証
を
交
付
（
合
格
者
が
実
費
負
担
）

し
、
以
降
本
試
験
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◦「
成
績
票
」は
十
一
月
二
十
一
日
㈭
の
送
本
に
同
封
い
た
し
ま
す
。
な
お
合
格
者

の
名
簿
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で（
十
一
月
二
十
一
日
㈭
）発
表
い
た
し
ま
す
。

六
、
試
験
問
題

※
用
具
は
極
細
ペ
ン
（
デ
ス
ク
ペ
ン
な
ど
）
を
使
用
す
る
こ
と
。
消
せ
る
ペ

ン
の
使
用
は
不
可
。
ま
た
、
全
問
と
も
作
品
の
仕
上
り
は
体
裁
よ
く
な
る

よ
う
各
自
工
夫
す
る
こ
と
。

第
一
問

次
の
カ
タ
カ
ナ
の
語
句
を
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。（
№
５
用
紙
）

第
二
問

次
の
語
句
を
①
楷
書
体
、
②
行
書
体
で
二
行
に
体
裁
よ
く
収
ま
る

よ
う
に
書
き
分
け
な
さ
い
。
数
字
は
書
か
な
く
て
も
よ
い
。（
№
５
用
紙
）

第
三
問

次
の
俳
句
を
漢
字
は
行
書
体
で
書
き
、
ひ
ら
が
な
は
行
書
体
に
調

和
す
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。
字
配
り
は
自
由
。（
№
５
用
紙
）

第
三
問

次
の
漢
詩
句
を
楷
書
体
で
書
き
、釈
文
は
行
書
体
で
書
き
な
さ
い
。

釈
文
の
字
配
り
自
由
。（
№
５
用
紙
）

令
和
六（
二
〇
二
四
）年
度

昇
段
試
験
実
施
要
項
（
硬
筆
部
）

ワ
レ
モ
コ
ウ　
　
　

チ
ャ
ン
ス

フ
ジ
バ
カ
マ　
　
　

ピ
ー
ナ
ツ

　
　

支

部　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

①
客
間　
　

重
陽　
　

海
苔　
　

詩
情

②

〃　
　

〃　
　

〃　
　

〃

　
　
　

��

支

部　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

〒520
-0853

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
書
道
協
会　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
〇–

八
八
八
八–

九
六
三
四

月
さ
す
や
虫
も
鈴
ふ
る
い
な
り
山　
　

一
茶

暮
れ
ず
し
て
夜
の
蛙
の
鳴
き
い
づ
る

誓
子

��

支

部　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

受験の段が
初段～三段

秋
水
明
落
日　
　

流
光
滅
遠
山

秋
の
川
の
流
れ
に
落
日
が
反
映
し
、
流
れ
ゆ
く
そ
の
光
は

遠
い
山
々
の
間
に
消
え
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　

支

部　
　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

受験の段が
四段～六段

師
範
試
験
受
験
者

受
験
日
時

令
和
六
年
十
月
十
二
日
㈯

　
　
　
　
　
　

十
時
～
十
二
時
〔
受
付
九
時
三
十
分
よ
り
〕

場　
　

所

大
津
会
場

大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

（
〒
五
二
〇
―〇
八
一
四

大
津
市
本
丸
町
六
―五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
七-
五
二
七-

〇
〇
二
五

湖
北
会
場

セ
ミ
ナ
ー
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
臨
湖

（
〒
五
二
六
―〇
〇
六
七

長
浜
市
港
町
四
―
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
四
九-

六
五-
二
一
二
〇

受
験
資
格

書
朋
硬
筆
部

六
段
お
よ
び
準
師
範
と
な
っ
て
い
る
人

右
記
の
人
で
、
令
和
五
年
十
一
月
号
よ
り
令
和
六
年
八
月
号
ま
で

の
間
に
、
月
例
硬
筆
部
課
題
を
五
回
以
上
出
品
し
た
人

持
ち
物　
　

筆
記
用
具
・
用
具
用
材
一
式
・
受
験
票
・
受
験
受
付
書

※
試
験
問
題
は
、
試
験
当
日
、
新
規
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
書
朋
の
内
容
や
過

去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
等
に
準
じ
て
幅
広
く
練
習
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
師
範
試
験
申
込
み

　
　

☆
（
往
復
葉
書
で
は
な
く
郵
便
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

　
　

師
範
受
験
希
望
者
は
左
記
の
事
項
を
記
入
の
上
九
月
十
九
日
～
九
月

二
十
六
日
迄
に
郵
便
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
郵
便
葉

書
で
の
み
受
付
い
た
し
ま
す
。
メ
ー
ル
や
手
紙
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。受
付
後
、受
験
受
付
書
を
返
送
い
た
し
ま
す
。な
お
、

十
月
三
日
迄
に
お
手
元
に
受
験
受
付
書
が
返
送
さ
れ
な
い
時
は
、
お
手
数

で
す
が
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
　●

送
付
先

〒
五
二
一
―

一
三
一
一

近
江
八
幡
市
安
土
町
下
豊
浦
五
〇
―

五

　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
書
道
協
会
硬
筆
昇
段
試
験
係

西
山
和
代
宛

師範試験申込書

　　フリガナ

１．氏 名

２．〒 住所

３．電話番号

４．支部番号

５．受験を希望する会場

（人数等の都合により希望会場
にならない場合もあります）
１．の氏名は合格された時の認
定額に使いますので、正式にお
書きください。
５．（大津会場）大津市生涯学習

センター
（湖北会場）臨湖

を書いてください。

令和六（2024）年度昇段試験
（硬筆部）師範試験受験申込書

見　本

山
門
を
通
り
長
い
石
段
を
上
が
る
と
、
そ
び
え
立
つ
石
の
山
が
目
に

飛
び
込
ん
で
来
て
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の
岩
は
硅
灰
石
と

い
っ
て
、石
山
寺
の
起
源
を
伝
え
る
境
内
屈
指
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ット
だ
。

　
　
　
　
　
　
支
　
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
名




